
１．はじめに

エンジンの内部には燃料やエンジンオイルある
いはそれらの不完全燃焼生成物が徐々に堆積す
る。この堆積物をデポジットと呼び，過度の堆積
は自動車のエミッションやドライバビリティに悪
影響を及ぼす。デポジットを抑制するためには，
その生成メカニズムを明らかにする必要がある。
しかし，デポジットの性状はエンジンデザイン，
運転条件，堆積部位などによって複雑に変化する
ため，エンジン全域のデポジットの生成メカニズ
ムを統一的に解析する手法は確立されていない。
そこで今回，ガソリンエンジンの各部に堆積す
るデポジットの性状調査を通して，それらの生成
源と生成経路を診断する技術を確立した。
２．デポジットの診断技術

(1) 生成源の識別
エンジン各部に堆積するデポジットの性状を各
種分析手段を用いて調査した。その結果，デポジ
ットの構成成分を，各々の物理・化学的特性の違
いからTable 1に示す5種類に分類でき，生成源の
識別が可能になった。成分FarとFalは燃料に由来
する物質であり，前者は燃料中の芳香族炭化水素
が燃焼室内で酸化重合した生成物１），後者は脂肪
族炭化水素の熱分解物 ( オレフィン類 ) がNOxと

反応して生成した物質である２）。成分 Oh, Om, Ol
はオイルに由来する物質であり，堆積部位におけ
る，あるいは堆積に至る過程で受ける熱履歴の違
いによる3物質である。
(2) 生成経路の推定
エンジン内には複数の燃焼ガスの流れとオイル

の消費経路がある。識別した各成分の生成経路を
明らかにするため，エンジンの吸気系から排気系
に堆積するデポジットの性状を同時解析し，相互
の成分差から経路が推定できた。
解析例をFig. 1に示す。吸気系全域に存在する
成分 Ol は PCV( クランクケース内強制換気シス
テム ) から飛来したオイルによる。また，スロッ
トルバルブ近傍の成分 Fal は PCV を経由したブ
ローバイガスの滞留の影響であり，吸気弁および
インジェクタ周辺の成分 Far は燃焼室からの吹き
返しの影響であることなどが診断できた。
本技術は，デポジットの迅速な原因究明と対策

に有効な手段と考える。
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Table 1 Characteristics of deposit components
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Fig. 1 Composition of each deposit in gasoline
engine. (Test condition : 1.8L engine,
1600rpm, 57N⋅ m, 300H)
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